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新技術の概要
従来より雑音が1/10以下の高感度加速度センサーを用いて、筋音信号の10-
30Hz以上の成分を測定することにより、パーキンソン病などの神経変性疾患
の診断を支援する。

これまで測定できなかった筋音の高域成分を測定・利用することにより、パーキン
ソン病などの患者の正確な診断を簡易に実現できる。

• 大きな筋出力がなくても診断可能であるので、簡易
な装置でパーキンソン病などの神経変性疾患の診断
支援が可能である。

高感度加速度センサーによる新しい診断技術
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新技術の原理

独自開発の高感度加速
度センサーで外側指上
げ時の筋音を測定する
と（図１右上）、パー
キンソン病（PD）患
者は10-30Hz以上の周
波数域に特有のスペク
トルをもつことが分
かった。これは従来の
センサーでは観測でき
なかった新たな発見で
ある。

図１．高感度加速度センサーによる筋音測定
新技術による有意差確認実験

安静状態とピンチ状態で健常者とPD患者の有意差確認実験を行った（図２）。これにより低
周波帯ではいずれの状態でも有意差はないが、高周波帯ではPD患者の方が低いことが明らか
になった。

図２．有意差確認実験
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